
　
　
　
入
所
生
募
集

　
　
　
　
国
立
ろ
う
あ
更
生
指
導
所

た
だ
い
ま
、
国
立
ろ
う
あ
者
更
生
指
導

酔
（
東
京
都
新
宿
区
戸
山
町
）
の
入
所

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

冬
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
に
お
問

・
合
せ
く
だ
さ
い
。
・

日義所識行巌総燕論係膿蹴譲昌）

疑霧饗雛羅
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　　　　　　　　　1
！（市の人口P1月1日現在）i

躍：巽交：＝1：li

l計40．662人（一25）　｛

～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

1　世帯総数　；

NO　68 毎月108発行

i8・399世帯（一4）1

　～1’961噛～・’　二

　　　　1月のこよみ　　1・

。初もうで。新年名刺交換会（i塒市講≡

堂で）　　　　　　　i
・初ゆめ。書初め。工場誘致対策特別委　≡

員会（市議場）　　　　　　　　　　曇

哺役所ご用はじめ（舘庁ご用はじ1

め）　　　　　　　　　1
・寒入り。消防出初め式（8時。富島申　≡

学校）

・七草がゆ

・検察審査委員候補者選定（市選管）

・ぜんざい。　（かがみ開き）

6工場誘致対策待別委員会（市議会）

。松おきめ　　　　　　　’

・成人の日。年賀はがき抽せん日。成人　≡

　式σ0時市講堂）　　　　　　≡

．やぶ入り。…　　　　1
・大寒。農業委員選挙入名簿の縦らんは　曇

　じまります（市選管事務局一2月3日　1

まで）　　　　　　　　1
・権さん1安田）ら二世帯九人北朝鮮帰　≡

還（市民課）　　　　　　　1

・・臨時市議会または工場誘致対策特別委≡

　員会（市議会）

・。 w校給食週間（3q日まで＝文部省）

・文化財防火デー（文部省・消防庁）

・・ 相�ｧ定記念日（明治3・1870）

　　　　　　もうすぐお正月
もうすぐお正月です。いま、皆さんのお宅では、正月の虚構にわいそ

がしいことと思います。近郊の農家でも、正月用のシメナワ作りや、

正月用作物の出荷にいそがしいようです。

昭和36年が、日向市制十周年になるわけですが、それを申心としてさ

らに喜びにあふれた年になるよう、おたがいにがんばりましよう。

’

繋
れ
た
作
物
が
い
つ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
等
賞
に

昭
和
3
5
年
度
農
業
ま
つ
り
は
、
＋
白
、

十
一
日
に
市
役
所
講
堂
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
両
日
は
市
内
で
で
き
た
優
秀
な
農

産
物
が
展
示
さ
れ
、
十
一
日
は
即
売
会

も
行
な
わ
れ
て
人
気
を
あ
つ
め
ま
し
た

審
査
の
結
果
、
次
の
人
た
ち
の
産
物
が

表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

【
優
等
】
黒
木
幸
市
（
西
川
内
）
　
宮

　
寒
期
雄
（
亀
崎
）
　
甲
斐
繁
（
金
ガ

　
浜
）
　
黒
木
三
千
蔵
（
飯
谷
）
　
増

　
田
義
男
（
高
松
）
　
藤
田
益
蔵
（
赤

　
岩
）
　
長
曾
我
部
竜
蔵
（
西
川
内
）

　
山
本
正
夫
（
奥
野
）
　
黒
木
良
子

　、

i
松
原
）
　
壱
岐
勇
（
中
村
）
　
鈴

木
大
蔵
（
奥
野
）

【
一
等
】
伊
達
初
治
（
中
村
）

　
艦
名
。

【
二
等
】
黒
木
繁
昭
（
難
壁
）

　
十
六
名
。

【
三
等
】
伊
達
勝
義
（
中
村
）

　
十
一
名

臣
・
立
毛
、
堆
肥
の
部
・
日

【
優
等
】
河
野
美
吉
（
落
鹿
）

ほ
か
十

ほ
か
三

ほ
か
八

黒
木

　
　
　
　
、

　
　
　
　
し

　
　
　
黒
木
さ
ん
ら

　
　
安
忠
（
高
松
ご
　
　
渡
辺
喜
久
雄

　
　
（
落
鹿
）
　
奈
須
政
市
（
中
村
）

　
　
黒
木
万
栄
（
高
松
）
　
治
田
国
夫

　
（
比
喪
）

　
【
一
等
】
河
野
｛
朦
右
エ
｝
門
、
（
別
府
）
ほ

　
　
か
七
三

　
【
二
等
】
河
野
又
志
（
往
還
）
ほ
か
十

　
　
二
名
）

　
【
特
別
賞
】

　
▽
鐘
淵
蚕
業
大
淀
工
場
長
賞
　
鈴
木
大

　
　
蔵
（
奥
野
）

　
▽
宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
宮
本
増
雄
（
亀
崎
）
　
黒
木
万
蔵
（

　
美
々
津
）
　
河
野
美
吉
（
同
）
　
奈

　
須
政
市
（
申
村
）

▽
農
協
長
賞

黒
木
幸
一
（
西
川
内
）
ほ
か
十
六
名
。

け
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唄

　
∫
鴨
．
翫
“
　
　
㍗
　
習
、
　
・
　
　
　
、
ぎ
、

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
じ
り
ぐ
キ

丁
二
、
輌
蟻
へ
川
風

険
、
・
猷
▽
鱈
γ
．
㌧
．
．
徽

○

と
じ
て
こ
保
存
く
だ
さ
い

○
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　　定例市議会おわる　　　‘

・＝日向申校舎建築事業など可決＝

十
二
月
定
例
市
議
会

は
十
五
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
に
出

さ
れ
た
議
案
は
、

▽
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
会
委
員
を

　
選
任
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
は
、
委
員
の

　
一
人
で
あ
る
田
中

　
金
助
さ
ん
の
任
期

　
が
こ
の
二
十
四
日

　
に
満
了
に
な
る
の

　
で
。
後
任
の
委
員

　
を
選
ぶ
の
で
す
。

　
田
申
さ
ん
が
再
任

　
さ
れ
ま
し
た

▽
市
退
職
金
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、

　
い
ま
ま
で
退
職
金

「
・
、

　
大
ま
か
に
み
て
、
今
年
も
ま
た
私
た
ち

鴨
が
行
き
と
ど
か
な
い
た
め
に
ば
っ
と
し

　
な
い
市
政
で
し
た
が
、
幸
い
に
市
当
局

　
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
市
民
の
旧
き

　
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
市
の
力
を
越
え

　
る
ほ
ど
の
い
ろ
ん
な
問
題
に
と
り
組
み

隅　
な
が
ら
、
す
こ
し
ず
つ
で
も
解
決
し
て

　
い
う
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
希
望
の
も

　
て
る
姿
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
、
各
地
と
も
け
ん
め
い
の
大
工
場

　
の
誘
致
も
、
本
市
で
は
遂
に
年
内
実
現

H
を
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
工
業
用

　
水
道
事
業
は
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
こ

｝　
と
に
な
り
、
工
業
港
を
は
じ
め
、
細
島

月
商
港
、
美
々
港
な
ど
の
整
傭
事
業
も
除

　
々
に
進
み
、
臨
海
工
業
地
帯
内
の
土
地

　
問
題
も
解
決
の
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た

　
国
道
十
号
線
の
用
地
保
障
も
済
み
市
内

旧
幹
線
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
な
ど
も
全

｝
部
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

．
ま
た
、
富
高
幹
線
水
路
も
漏
水
が
ひ
ど

　
を
受
け
る
権
利
は
譲
渡
し
た
り
、
担

　
保
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

　
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
ん
ど
、
地
方
公

　
共
団
体
や
国
民
金
融
公
庫
に
は
担
保

　
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
し
た
。

▽
日
向
中
校
舎
建
築
事
業
に
つ
い
て

木
造
二
階
建
て
八
教
室
八
百
二
十
五

平
方
諸
と
、
鉄
骨
渡
り
廊
下
百
六
十

二
平
方
麿
を
今
年
度
申
に
作
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
工
事
費
は
八
百
五

十
万
円
以
内
で
、
国
庫
補
助
、
起
債

一
般
市
費
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
四
議
案
で
す
。

国
民
年
金
当
然
適
用
の
皆
さ
ん
へ

き
よ
出
制
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

る
人
、
す
な
わ
ち
か
な
ら
ず
こ
の
制
度

に
加
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
方
は
、
こ
の

法
律
の
第
十
二
条
の
規
定
で
資
格
取
得

届
を
か
な
ら
ず
市
長
に
提
出
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
の
附
則
に
よ
っ
て
、
届

出
る
期
閥
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
期
日

は
十
月
末
日
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
ら
よ
う
ど
農
繁
期
に
も
か
か
り

そ
の
他
忙
し
い
時
期
で
あ
．
り
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
当
然
加
入
の
方
で
届
出
を
し

な
い
人
が
あ
り
ま
す
。

当
然
加
入
に
な
る
人
は
、
今
ま
で
本
紙

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
農
業
、
商
業
、
漁
業
等
に
従
事

し
て
い
る
方
で
、
恩
給
、
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
公
務
員

や
会
社
従
業
員
の
よ
う
な
人
を
除
く
す

べ
て
の
人
で
、
二
十
才
か
ら
四
十
九
才

ま
で
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
適
用
選
科
定
数
は
、
約
一
万
二
千

人
と
な
っ
て
」
い
ま
す
。
市
民
課
で
は
、
、

こ
の
当
然
加
入
の
該
当
者
で
調
べ
の
つ

い
て
い
る
人
に
は
、
届
r
出
用
紙
に
記
入

事
項
を
係
に
お
い
て
、
代
筆
記
入
し

て
、
本
人
は
印
を
押
す
だ
け
で
よ
い
よ

う
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
、
配
布
し
て
い
ま

す
。
、

こ
の
配
布
を
受
け
な
い
人
で
も
、
自
分

が
該
当
し
て
い
る
方
は
、
届
用
紙
に
必
・

要
事
項
を
記
入
し
て
、
す
ぐ
届
出
て
下

さ
い
。

届
け
先
は
、
区
長
さ
ん
、
各
支
所
、
市

民
課
の
う
ち
ど
こ
で
も
結
構
で
す
。
ま

た
、
係
員
は
約
束
し
た
日
に
は
区
長
さ

ん
班
長
さ
ん
宅
ま
で
集
め
に
行
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

届
出
は
い
そ
が
な
い
、
と
い
う
人
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
届
出
の
期
日
も
前
に

3
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3
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2
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．
。
≡
喀
3
曙
．
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3
3
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3
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．
≡
・
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．
鳴
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≡
．
≡
■
昌
・
日
働
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3
＝
≡
＝
．
3
3
．
3
・
日
3
3
圏
・
・
．
3
2
・
＝
・
≡
。
3
咀
．
3
＝
・
＝
＝

く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
補
修
に
の

ヴ
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
日
本
畜
産
食
品
株
式
会
社
の
発
足

は
、
地
元
の
農
漁
業
に
直
接
結
び
つ
く

大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
農
山
漁
村
で
も
、
今
ま
で
の
生
産

方
法
を
改
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

新
年
を

　
　
む
か
え
る
た
め
に

　
　
　
　
助
役
　
児
玉
袈
裟
雄

い
と
い
う
気
持
が
高
ま
り
、
国
民
の
食

生
活
改
善
と
い
う
行
き
方
に
足
な
み
を

そ
ろ
え
た
生
産
方
式
を
と
り
入
れ
よ
う

と
す
る
対
策
も
、
ぼ
つ
ぼ
つ
そ
の
実
績

を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
中
小
企

業
え
の
金
融
対
策
、
健
康
保
険
事
業
の

推
進
、
火
葬
場
の
改
築
な
ど
、
ま
た
教

育
面
で
は
、
日
向
申
学
校
の
独
立
、
校

舎
の
整
備
も
一
段
と
す
す
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
、
各
学
校
の
内
容
の
充
実
に

手
が
廻
ら
ず
、
皆
さ
ま
に
ご
心
配
を
お

か
・
け
し
ま
し
た
。

な
お
、
年
内
に
解
決
す
る
は
ず
だ
っ
た

い
ろ
ん
な
問
題
が
、
遂
に
年
を
越
す
こ

と
に
な
っ
て
残
念
で
す
。

来
年
は
市
政
十
周
年
。
私
た
ち
も
覚
悟

を
新
に
、
ま
す
ま
す
、
市
の
た
め
に
努

力
い
た
し
、
国
や
県
の
力
を
も
つ
と
活

用
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
そ
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昭
和
三
十
六
年

を
、
さ
ら
に
意
義
深
い
年
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
方
が
、
良
い
新
春
を
お
む
か
え

に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

暑
●
■
●
●
鱒
騰
●
磨
■
億
●
●
■
■
隔
■
■
鱒
●
幽
●
O
●
●
鰯
●
口
昌
・

申
し
ま
し
た
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
し
、
ま
た
、
年
金
法
第
百
十
三
条
に

は
、
当
然
適
用
の
人
で
規
定
に
違
反
し

て
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
五
千

円
以
下
の
罰
金
を
と
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
は
、
わ
が
国
で
も
最
初

の
制
度
で
規
定
も
複
雑
な
た
め
、
・
皆
さ

ん
も
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
だ
ご
存

じ
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

係
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
要
点
は
お

知
ら
せ
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
疑
問
の

点
は
ど
し
ど
し
市
民
課
に
お
問
合
わ
せ

下
さ
っ
て
、
こ
の
制
度
を
ご
納
得
の
上

未
届
の
人
は
す
ぐ
手
続
き
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
i
ー
ネ
ズ
ミ
と
り
運
動
一
1

先
月
の
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
ケ

月
間
「
ね
ず
み
退
治
運
動
」
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
衛
生
課
の
方

で
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
運
動
期
間

中
に
退
治
で
き
た
ね
ず
み
は
、
市
内
全

部
で
千
六
百
四
十
八
匹
で
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
薬
品
で
退
治
で
き
た
の

が
二
百
十
九
匹
、
器
具
で
退
治
で
き
た

の
が
千
四
百
二
十
九
匹
で
し
た
。

ね
ず
み
と
り
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

　
池
田
竹
乃
（
南
町
）
三
十
一
匹

　
松
村
ハ
ル
エ
　
（
美
々
津
）
二
十
七
匹

　
鈴
木
明
治
（
財
光
寺
）
　
二
十
六
匹

　
秋
田
律
子
（
財
光
寺
）
　
二
十
三
匹

河
野
運
男
（
細
島
）

児
玉
盛
衛
（
幸
脇
）

松
葉
光
雄
（
平
岩
）

西
山
商
店
（
上
町
）

東
京
パ
ン
（
財
光
寺
）

米
良
仙
造
（
美
々
津
）

十十十十十十
一三三四五六
匹匹匹匹黒点

国
民
年
金
の
当
然
加
入
者
の
届
出
期
間
は
過
ぎ
ま
し
た
。
す
ぐ
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

着
工
し
た
日
本
畜
産

1
8
日
に
起
工
式
行
な
わ
る

先
月
十
八
日
、
財
光
寺
の
飛
行
場
跡
で

日
本
畜
産
食
品
株
式
会
社
の
起
工
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
・

こ
の
起
工
式
は
、
辻
本
同
社
議
長
を
は

じ
め
、
藤
井
市
長
、
柏
田
市
会
議
長
ら

地
元
関
係
者
多
数
も
参
列
し
て
、
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
工
場
建
設
計
画
は
、
第
一
期
工

事
（
と
場
、
冷
蔵
庫
）
が
来
年
三
月
に

竣
工
し
、
第
二
期
工
事
（
加
工
、
か
ん

詰
め
）
は
、
来
年
十
二
月
置
で
に
竣
工

の
予
定
で
す
。

こ
こ
か
ら
、
新
し
い
日
向
市
建
設
の
響

き
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
も
間
も
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
写
真
は
、
日
向
畜
産
食
品
株
式
会
社

の
起
工
式
風
景
）

　
成
人
に
な
る
人
は
届
出
を

教
育
委
員
会
で
は
、
新
年
の
成
人
の
日

に
新
ら
し
く
成
人
さ
れ
る
方
を
市
役
所

の
住
民
票
で
調
査
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
住
民
票
に
も
れ
て
い
る

方
や
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
大
部
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
い
ま

各
区
の
区
長
さ
ん
に
お
ね
が
い
し
て
成

人
該
当
者
の
照
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す

新
し
く
成
人
さ
れ
る
方
は
、
自
分
の
名

前
が
の
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
一
度
区

長
さ
ん
宅
の
成
人
名
簿
か
教
育
委
員
会

の
名
簿
で
確
か
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い

な
お
、
も
れ
て
い
る
方
が
お
い
で
で
し

た
ら
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
係
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
十
五
年
一
月

十
六
日
か
ら
昭
和
十
六
年
一
月
十
五
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
日
向
市
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
方
で
す
。

　
　
宮
大
楽
団
が
演
奏

　
　
　
　
　
2
5
日
に
富
島
畜
校
で

日
向
市
文
化
類
型
と
市
教
職
員
組
合
が

二
十
三
日
（
金
）
に
宮
大
管
絃
楽
団
を

招
い
て
大
演
奏
会
を
行
な
い
ま
す
時
間

は
珍
時
か
ら
と
午
後
3
時
か
ら
の
二
回

で
、
‘
場
所
は
富
島
高
校
の
体
育
館
で

す
。
楽
団
は
指
揮
者
以
下
、
八
十
六
名

入
場
料
は
小
学
生
十
五
円
、
中
学
生
二

十
円
、
高
校
生
三
十
円
、
一
般
の
方
は

五
十
円
で
す
。

一
般
入
場
券
は
、
仲
町
の
佐
藤
医
院
、

駅
前
の
宮
崎
商
店
、
上
町
の
児
玉
楽
器

店
、
中
央
区
の
巳
向
文
化
セ
ン
タ
ー
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　
北
鮮
帰
還
羅
望
の
方
へ

　
　
　
　
　
甲
込
み
愛
付
け
ま
す

日
赤
と
北
鮮
赤
十
字
社
と
の
帰
還
延
長

に
つ
い
て
の
協
定
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
在
日
朝
鮮
帰
還
希
望
者
は
、
引

き
つ
づ
い
て
北
鮮
に
帰
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
日
向
市
日
赤
窓
口
（
市
役
所
市

民
課
）
で
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
申
請
の

受
け
つ
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
に
は
、
同
じ
市
民
と
し

て
長
い
あ
い
だ
苦
楽
を
と
も
に
し
た
、

亀
崎
の
権
乙
翔
（
安
田
）
さ
ん
の
世
帯

六
名
と
、
辛
直
子
（
梁
川
）
さ
ん
の
世

帯
三
名
、
計
九
名
の
方
が
帰
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
見
送
り
を
お
願
い
、

し
ま
す
。

掛
け
損
な
ど

心
配
は
い
り
ま
せ
ん

今
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
受
け
る
質
問
に
多

か
っ
た
の
は
、
皐
死
し
た
ら
掛
け
損
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

お
金
の
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず

皐
死
に
し
た
い
と
思
う
人
は

い
ら
っ
し
や
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
早
死
と
い
う

大
き
な
損
を
し
た
上
に
、
掛

け
金
が
戻
ら
な
い
の
な
ら
、

　　　しめやかにみたま伝達式
　　　　　　　　仲町の正念寺で
戦時死亡宣告の告知を受けられた次の方々のみたま伝達式

は、さる29日午前9時から市内仲町の正念寺で、遺族や
その関係者、知事代理、市長代理、市議会副議長その繍

50名が参列して、しめやかにとり行なわれました。

故黒木実殿（上原町）故寺町千早殿（遠見〉故中島南殿

（玉手向）故黒木嘉宣殿（金ケ浜）の4柱でした。

三
i
五
年

五
；
十
年

目
1
＋
五
年

＋
五
－
二
＋
年

式
〇
一
二
五
年

三
〇
一
三
五
年

三
五
年
以
上

　
五
、
○
○
○
円

　
七
、
○
○
○
円

一
四
、
O
O
O
円

一
二
、
○
○
○
円

二
八
、
○
○
○
円

四
四
、
○
○
○
円

五
二
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
金
を
掛

け
る
こ
と
は
イ
ヤ
だ
と
い
う
こ
と
で
す

こ
れ
は
誰
し
も
、
も
っ
と
も
な
考
え
方

で
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
遺
族
に
…
…
と

思
う
の
も
無
理
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

た
め
、
死
亡
一
時
金
の
額
が
次
の
よ
う

に
き
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

へ
薄
塗
科
訥
け
斉
朝
司
）
　
　
へ
窺
）

不
幸
に
し
て
早
死
に
し
た
人
に
は
、
以

上
の
一
時
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険

料
の
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
．

　
老
令
年
金
は
　
　
　
．

　
　
　
　
六
十
才
か
ら
貰
え
る

六
十
五
才
に
な
っ
た
時
か
ら
支
給
す
る

た
て
前
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
才

’
㍗
バ
リ
糞
．
究
る
こ
、
こ
こ
気
｝
λ
．
り
↑
ス
．
ソ
℃
。

．
蔑
．
屠
達
躍

メ
読

．
愈
、
≦

製　　紅塵：

・
驚
壽
晶

　
　
口
8
＝
＝
＝
■
一
6
＝
一
＝
口
■
一
■
＝
＝
＝
胃
一
●
一
：
＝
一
9
，
。

　
こ
の
場
合
は
、
六
十
五
才
か
ら
貰
う
年

　
金
額
よ
り
多
少
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
　
年
金
額
は
将
来

　
　
　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
国
民
の
生
活
を
保
障
す
る
仕
組
な
の
で

　
す
か
ら
、
将
来
国
民
生
活
水
準
が
上
が

　
れ
ば
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
年
金
額
を

　5
引
き
上
げ
る
こ
と
が
年
金
法
第
四
条
に

（
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
現
在
き
ま
っ
て
い
る
年
金

　
額
が
、
将
来
万
一
イ
ン
フ
レ
な
ど
で
お

　
金
の
値
打
が
下
が
っ
た
と
き
、
こ
ん
な

　
金
は
生
活
の
拠
り
所
に
は
な
ら
な
い
、

　
な
ど
と
い
う
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
・

　
こ
の
点
は
国
民
年
金
の
良
い
点
で
、
，
こ
、

　
れ
で
こ
そ
社
会
保
障
の
理
念
に
即
し
た

　
国
の
制
度
と
い
わ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）



，

　　練習船こじま入港
　　　　　　　　　　　一先月細島港に　　　　“

海上保安大学の練習船こじま（U14トン、2等海

上保安監山口敏秀船長ほか92人乗り組）が先月

18日午後4時に細島港に入港しました。’

児玉市助役、三輪総務課長らが同船を訪れ、歓迎

の花束をおくって激励しました。

練習船「こじま」は、さる10月24日に門門を出港

し、1ケ月間の予定で九州海域を航海、船舶救助

訓練を行なっているものです。20日細島港を出港

し、別府を経て呉に帰りました。

　　　　　　写真は入港した「こじま」

　
「

鐸
一
瞬
乳
、
’

蟹』＿　　“｝’　　　　　憩・．∴層

鷺『1、覆轟難二三
’　　いさましいかい伝馬

　　　　　　立イワ神社祭おわる

神武天皇のお船出の聖地、美々津立磐神社の祭り

は、11日、13日、13日の3日間、にぎやかに行な

われました。

とくに3日目の13日は、むかしから伝わる勇壮な

かい伝馬踊りやミス立イワによる神牛即せん、立

縫の舞などが行なわれ、一日中にぎやかでした。

　　　　　写真はかい伝馬踊り

茎
「
一
一
二
≡
≡
…
＝
「
一
≡
＝
≡
≡
ニ
＝
≡
噂
茎
一
≡
一
≡
ニ
＝
一
＝
一
≡
三
≡
＝
葦
一
三
一
≡
；
一
≡
≡
三
一
＝
一
一
三
哺
一
≡
三
一
＝
…
「
　
一
三
一
≡
＝
≡
≡
「
三
一
一
一
一
一
＝
≡
一
一
＝
三
三
一
＝
≡
≡
一
一
三
一
≡
≡
「
一
≡
＝
三
…
「
≡
＝
［
三
二
三
一
一
≡
＝
二
三
一
＝
≡
一
一
≡
≡
＝
≡
＝
一
…
＝
≡
≡
一
一
二
一
≡
一
「
「
一
…
≡
一
一
≡
蕃

十
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で
の
一
ケ
月
　
　
　
わ
せ
る
と
き
で
も
、
で
き
る
だ
け

間
、
　
「
青
少
年
に
刃
物
を
持
た
せ
な
　
　
　
安
全
な
も
の
を
選
ば
せ
る
。

い
運
動
」
が
全
国
的
に
行
な
わ
れ
て
　
　
▽
「
鉛
筆
け
づ
り
用
具
は
鉛
筆
入
れ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
に
」
　
「
工
作
用
具
は
工
具
箱

こ
れ
は
、
刃
物
を
持
ち
歩
い
た
た
め
　
　
　
の
中
に
」
と
収
納
場
所
も
注
意
し

に
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
大
事
を
　
　
　
て
や
り
、
不
用
意
に
ポ
ケ
ッ
ト
に

ひ
き
お
こ
し
た
例
や
、
最
近
は
青
少
　
　
　
入
れ
て
歩
か
ぬ
よ
う
仕
向
け
る
。

年
の
刃
物
に
よ
る
犯
罪
が
多
く
な
つ
　
　
▽
と
び
出
し
ナ
イ
フ
、
ア
イ
ク
チ
な

て
い
る
か
ら
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
買

不
必
要
な
刃
物
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
た
り
、
作

購鵬

h
驚
艶
凋
忍
物
は
　
　
　
憶
た
り
し
な

融梵

ﾃ鋤

p瞳

潤
@
　
も
た
な
い
で
　
▽
鰍
羅
砿
融
筋
期

ち
う
ん
、
ご
家
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
な
い
こ
と

の
み
な
さ
ん
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
　
　
　
ま
た
家
庭
で
刀
剣
類
を
発
見
し
た

い
。
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
届
け
で
て
、

　
と
く
に
各
家
庭
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
正
当
に
所
持
で
き
る
よ
う
手
続
を

▽
理
由
も
な
い
の
に
刃
物
を
身
に
つ
　
　
　
．
と
る
こ
と
。

　
け
て
い
る
少
年
が
多
い
の
で
刃
物
　
　
な
ど
十
分
注
意
し
て
、
暴
力
犯
罪
を

　
類
を
持
っ
て
歩
か
ぬ
よ
う
注
意
す
　
　
な
く
し
、
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
の
運
動
に
対

▽
鉛
筆
け
づ
り
用
、
工
作
用
な
ど
と
　
　
す
る
ぐ
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま

　
い
っ
て
少
年
た
ち
に
刃
物
類
を
買
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

み
ん
な
て
楽
し
い
正
月
を

1
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
一

一
日
か
ら
「
歳
末
た
す
け
合
い
運
動
」

が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
も
知
っ
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
不
安
な
気
持
で
正
月
を

迎
え
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
生
活
に

苦
し
ん
で
い
る
家
庭
、
病
苦
に
悩
ん
で

い
る
人
た
ち
に
皆
さ
ん
の
温
い
愛
の
手

を
差
し
の
べ
る
運
動
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
正
月
が
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
運
動
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

た
す
け
合
い
物
資
は
、
衣
類
、
身
廻

品
、
日
用
品
、
現
金
、
米
麦
、
学
用
品

な
ど
、
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

物
資
は
市
福
祉
事
務
所
か
最
寄
り
の
支

所
出
張
所
に
お
と
ど
け
く
だ
き
い
。

な
お
十
八
日
以
後
に
お
出
し
に
な
る
と

き
は
、
直
接
福
祉
事
務
所
の
方
へ
お
と

ど
け
願
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
整
理
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
お
持
ら
寄
り
に
な

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
自
衛
官
募
集

た
だ
い
ま
第
四
次
二
等
陸
海
空
士
の
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
一

日
現
在
で
十
八
才
以
上
二
十
五
才
ま
で

の
日
本
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

受
付
け
期
間
は
一
月
十
日
ま
で
で
す
、

希
望
の
方
は
志
願
票
が
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
の
で
総
務
課
ま
で
お
い

で
く
ゼ
さ
い
。

だ
い
た
い
の
募
集
人
員
は
、
二
等
陸
士

が
一
万
名
、
二
等
海
士
千
七
百
名
、
二

’
等
空
士
が
二
千
六
百
名
程
度
で
す
。

　
試
験
は
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
筆
記
試

　
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
）
の
ほ
か
、

　
身
体
検
査
、
口
述
試
験
が
行
な
わ
れ
ま

　
す
。

　
最
寄
り
の
試
験
場
は
、
延
岡
市
で
す
、

　
試
験
は
一
月
十
七
日
か
ら
二
月
一
日
ぎ

　
で
の
間
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

　
ら
市
役
所
総
務
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ

　
さ
い
。

6

一
〇
〇
％
届
出

　
　
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
の
落
鹿
区

・
き
よ
出
制
国
民
年
金
届
出
を
部
落
と
し

　
て
一
人
残
ら
ず
届
出
を
済
ま
せ
た
の
は

　
美
々
津
落
鹿
部
落
の
八
十
名
で
し
た
。

　
法
定
期
限
の
十
月
末
日
よ
り
十
日
も
早

　
く
十
月
二
十
一
日
間
百
％
と
な
り
、
届

の
出
済
一
番
乗
り
の
区
で
し
た
。

　
こ
の
部
落
は
、
何
事
も
ま
と
ま
り
が
良

　
く
、
一
致
の
体
制
が
て
き
て
お
り
、
こ

　
の
日
頃
の
部
落
民
の
体
制
が
物
を
言
つ

　
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
区
を
担
当
し
た

　
年
金
係
員
が
足
を
棒
に
し
て
歩
い
た
努

　
力
も
買
わ
れ
て
い
ま
す
。

晶
讐
家
庭
鰭
を

み
な
さ
ん
の
簡
易
保
険
は
契
約
高
が
二

兆
円
に
達
し
ま
し
た
。
郵
便
局
で
は
、

こ
の
機
会
に
将
来
の
家
庭
の
幸
福
の
た

め
に
、
各
家
庭
が
簡
易
保
険
に
ご
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
　
一
口
の
加
入
で
家
庭
全
員
が

紀
州
さ
れ
る
と
い
う
最
も
便
利
な
家
庭

保
険
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
加

入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
日
向
郵
便
局

，
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